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介紹

挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
点
と
し
て
著
者
は
、
帝
国
の

西
方
と
東
方
の
状
況
を
比
較
し
つ
つ
、
東
方
帝
国

が
安
泰
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
西
方
帝
国
の
み
が

崩
壊
し
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
要
因
を
様
々
な
面

か
ら
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
第
三
論
文
」
・
L
・
テ
ィ
ア
ル
「
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
帝
蒔
代
の
軍
隊
に
お
け
る
異
民
族
」
　
（
杉

村
貞
臣
訳
）
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
時
代

の
R
i
マ
帝
国
軍
に
お
け
る
「
異
民
族
」
の
比
重

が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
質
量
両
面
で
増
大
し

て
い
る
こ
と
を
、
主
と
し
て
プ
ロ
コ
ピ
ウ
ス
の
記

述
を
血
ハ
拠
と
し
て
払
㎜
じ
て
い
る
。
　
テ
ィ
ア
ル
に
よ

る
と
、
異
民
族
の
割
合
が
急
に
増
加
し
た
最
大
の
、

原
因
は
、
五
四
一
年
か
ら
の
ペ
ス
ト
の
大
流
行
に

よ
る
人
口
減
少
で
あ
る
と
い
う
。

　
第
四
論
文
「
カ
ロ
リ
ソ
グ
朝
の
軍
－
隊
に
お
け
る

自
由
人
」
　
（
石
川
武
臣
）
の
著
者
H
・
ダ
ソ
ネ
ン

バ
ウ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
王
自
由
人
学
説
」

の
主
唱
者
の
一
人
置
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
自

由
人
が
ゲ
ル
マ
ン
蒔
代
の
自
由
人
の
末
蕎
で
は
な

く
て
、
フ
ラ
ン
ク
王
権
の
も
と
で
新
た
に
作
り
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
著
者
は
、
本
論

文
に
お
い
て
も
、
カ
ロ
リ
ソ
グ
朝
の
勅
令
に
あ
ら

わ
れ
、
軍
隊
を
構
成
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
「
自

由
人
」
が
、
古
典
学
説
の
い
う
「
一
般
自
由
人
」

で
は
な
く
て
、
　
「
王
領
地
に
住
む
が
ゆ
え
に
軍
役

と
貢
租
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
い
わ
ゆ
る
「
国

王
自
由
人
」
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
籠
㎝
五
論
文
n
・
H
・
ト
レ
チ
ャ
ー
コ
フ
「
最
古

の
〈
ル
ー
ス
カ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ヤ
ー
〉
の
居
住
民
の

起
源
に
つ
い
て
」
及
び
第
六
論
文
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ソ

猛
チ
ハ
ー
ノ
ワ
「
一
〇
一
一
三
世
紀
の
胃
シ
ア
文

化
発
展
の
途
」
　
（
共
に
清
水
睦
夫
訳
）
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
従
来
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
、

と
の
な
か
っ
た
古
代
ロ
シ
ア
を
扱
う
、
非
常
に
興

味
深
い
論
考
で
あ
る
。
議
論
そ
の
も
の
は
複
雑
で

あ
る
か
ら
、
論
文
の
末
尾
に
訳
者
が
付
さ
れ
た
懇

切
な
解
説
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
本
書
に
収
め
ら
れ
た
六
編
の
論
考
の
う
ち
に
は
、

普
通
「
西
洋
古
代
史
」
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
も

一
、
二
あ
る
が
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い
幅
広

い
「
古
代
学
」
の
標
榜
が
、
古
代
学
協
会
の
方
針

で
あ
る
。
た
だ
、
本
論
集
全
三
巻
を
通
じ
て
、
収

録
論
文
の
扱
う
領
域
が
や
や
か
た
よ
っ
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
る
が
一
例
え
ば
ロ
ー
マ
史
に
関
し

て
言
え
ば
、
ご
く
初
期
と
帝
国
末
期
に
関
す
る
論

考
の
み
で
あ
る
i
紙
幅
の
制
約
と
わ
が
国
に
お

け
る
古
代
史
研
究
の
現
状
に
照
ら
せ
ば
、
多
く
を

望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
、
よ
り

大
規
模
な
形
で
、
こ
の
種
の
問
題
提
起
的
な
翻
訳

論
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
、
切
望
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
（
A
五
泊
　
二
〇
二
頁
　
一
九
七
爵
号
九
月

　
　
　
東
京
大
学
嵐
三
会
　
避
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
大
西
陸
子
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要

　
　
約
」
と
、
　
「
莫
文
要
約
」
を
添
付
の
こ

　
　
と
（
研
究
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
）

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

157　（157）



天
山
ウ
イ
グ
ル
王
国
と

　
ウ
イ
グ
ル
文
書

山
田
信
夫

　
八
四
〇
年
滅
亡
し
た
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
遊
牧
ウ
イ

グ
ル
国
の
亡
命
者
の
中
、
西
聰
し
た
者
は
、
一
番

遠
く
セ
ミ
レ
チ
エ
方
面
に
入
っ
た
も
の
以
外
は
二

派
に
わ
か
れ
、
新
王
国
を
建
設
し
た
。
一
つ
は
中

国
史
書
に
言
う
甘
州
回
鵤
で
、
私
は
河
西
ウ
イ
グ

ル
王
国
と
よ
ん
で
い
る
。
い
ま
一
つ
は
高
草
（
西

州
）
回
鵤
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
故
安
部

健
夫
氏
は
西
ウ
イ
グ
ル
国
と
よ
ば
れ
た
が
、
私
は

天
山
ウ
イ
グ
ル
王
国
と
名
付
け
た
い
。

　
安
部
博
士
は
西
ウ
イ
グ
裁
国
を
「
帝
国
」
と
よ

ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大
国
だ
っ
た
と
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
基
本
的
に
は
、
馬
煙

出
土
資
科
な
ど
か
ら
確
認
し
易
い
、
明
か
に
独
立

し
た
一
王
国
で
あ
っ
た
河
西
ウ
イ
グ
ル
王
国
と
、

天
山
ウ
イ
グ
ル
王
国
と
は
岡
じ
で
あ
る
。
こ
の
国

は
、
天
山
南
麓
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
、
北
麓
の

ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
地
方
に
、
天
山
山
間
の
ユ
ル
ド
ゥ

ズ
盆
地
を
領
域
と
し
、
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
・
ホ
ー
チ

ョ
ー
（
高
直
）
・
カ
ラ
シ
ャ
フ
ル
な
ど
が
主
要
都

市
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
単
な
る
オ
ア
シ
ス

国
家
で
は
な
く
、
オ
ア
シ
ス
農
民
に
草
原
牧
民
、

そ
れ
に
多
数
の
異
種
族
・
民
族
を
ふ
く
ん
で
い
た
。

　
こ
の
王
属
史
に
関
す
る
研
究
資
料
は
極
め
て
不

十
分
だ
が
、
社
会
経
済
関
係
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ

グ
ル
文
書
と
よ
ば
れ
る
文
書
資
料
が
内
容
墨
太
で
、

今
後
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
カ
イ

イ
ム
ト
ゥ
と
い
う
人
物
に
関
す
る
一
連
文
書
一
六

通
は
、
こ
の
王
国
の
基
盤
を
な
す
オ
ア
シ
ス
農
村

社
会
の
成
熱
し
た
封
建
的
構
造
を
、
如
実
に
示
し

て
い
る
と
思
う
。

受
　
贈
　
図
　
書

（一

緕
ｵ
八
年
九
月
一
日
～
十
二
月
十
五
日
）

前
川
貞
次
郎
著
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
序
説
（
ミ
ネ
ル

　
ヴ
ァ
書
房
）

千
葉
県
市
原
史
地
名
集
（
市
原
市
教
育
委
員
会
）

市
原
地
方
史
研
究
（
市
原
市
教
育
委
員
会
）
九

三
浦
古
文
化
（
京
浜
急
行
電
鉄
三
浦
古
文
化
研
究

　
会
）
二
三

人
類
学
雑
誌
（
日
本
人
類
学
会
）
八
六
一
三

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
）
二
〇

福
岡
大
学
研
究
所
報
　
三
八

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
）
一
八
－
｝
、
二

鹿
児
島
経
大
論
集
　
一
九
一
一
、
二

立
命
館
法
学
　
＝
二
七
、
一
三
八

北
大
史
学
　
一
八

樋
口
進
著
　
巴
金
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
（
西
南
学
院
大

　
学
学
術
研
究
所
紀
要
一
四
）

朝
鮮
学
術
通
報
（
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
）

　
一
五
－
三
、
四

民
俗
学
研
究
紀
要
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）

　
二
神
道
宗
教
（
国
学
院
大
学
神
道
宗
教
学
会
）
九
〇
、

　
九
一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
　
一
九
七
八
年

人
文
自
然
科
学
論
集
（
東
京
経
済
大
学
）
四
六
～

　
四
九

鹿
児
島
大
学
教
養
部
史
学
科
報
告
　
二
七

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
）
一
〇
1
二

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
二
四

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）
二
六
－

　
二
西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
復
刊

　
六
文
理
論
集
（
西
南
学
院
大
学
）
一
九
一
一

富
山
県
史
・
史
料
用
田
・
近
代
上
（
富
山
県
戸
外

　
馬
丁
）

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
三

福
隅
大
学
研
究
所
報
・
人
文
科
学
編
　
三
九
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歴
史
学
報
（
韓
国
歴
史
学
会
）
七
九

史
海
（
東
京
学
芸
大
学
史
学
会
）
二
五

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
文
学
部
）
四
四

龍
谷
大
学
論
集
　
四
一
三

神
道
学
（
出
雲
大
社
内
神
道
学
会
）
九
九

日
下
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想

　
史
学
研
究
室
）
一
〇

古
代
史
の
研
究
（
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
）
創

　
刊
号

熱
田
神
宮
文
書
（
熱
田
神
宮
宮
庁
）

大
津
市
史
一
・
古
代
（
大
津
市
史
編
纂
室
）

戸
塚
理
著
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
と
磯
城
王
朝

　
（
坂
東
常
民
文
化
研
究
所
）

忠
敬
堂
郷
土
史
料
集
　
第
一
輯
（
忠
敬
堂
）

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
で
、
郵
送
の
場
合

は
送
料
（
各
騰
四
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

三
三
巻
一
号

三
四
巻
一
－
二
・
四
号

三
八
巻
二
・
四
号

三
九
巻
六
号

欄
〇
巻
五
・
六
号

四
一
巻
四
号

四
二
巻
五
号

四
三
巻
二
～
四
・
六
号

四
四
巻
六
号

四
六
巻
四
・
五
号

四
七
巻
一
～
六
圃
万

四
八
巻
三
号

四
九
巻
一
一
∵
五
・
山
至
誠

五
〇
巻
四
号

五
一
巻
一
～
六
臨
写

五
二
巻
一
～
六
口
万

五
三
巻
｛
～
六
口
写

五
四
巻
一
～
五
号

頒
価
は
、

五
五
巻
一
～
六
口
万

五
六
巻
一
～
飾
縄
号

五
七
巻
一
～
六
号

五
八
巻
一
～
山
縄
飛

五
九
巻
一
～
六
ロ
写

六
∩
）
巻
一
～
六
口
写

総
目
録

六
一
巻
一
～
六
聞
万

　
　
　
　
　
五
六
巻
六
号
ま
で
は
五
〇
〇
円
、
五

七
巻
一
号
～
五
八
巻
六
号
は
六
〇
〇
円
、
五
九
巻

一
号
以
降
は
七
五
〇
円
で
す
。
な
お
、
一
昨
年
末

に
刊
行
い
た
し
ま
し
た
総
目
録
（
六
〇
巻
記
念
特

別
号
）
は
、
頒
価
一
〇
〇
〇
円
送
料
六
〇
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
六
二
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
、

新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
欧
米
各
地
で
資
料
を
採
訪

し
て
こ
ら
れ
た
船
越
氏
の
雄
篇
の
ほ
か
、
薪
進
気

鋭
の
、
江
川
、
谷
口
、
永
井
各
氏
の
力
作
三
篇
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
充
分
に
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
の
出
版
に
対
し
て
は
、
幸
い
に
し

て
、
昭
和
五
三
年
度
も
ひ
き
つ
づ
き
、
文
部
省
科

学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
昨
年

来
会
費
を
据
置
い
て
い
る
た
め
、
諸
経
費
の
値
上

り
に
よ
っ
て
、
今
後
、
会
財
政
は
相
当
苦
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
史
林
の
会
費
は
、
前

納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層

の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
）

一
九
七
八
年
十
二
月
二
五
日
印
刷

一
九
七
九
年
　
一
月
　
一
目
発
行

史
発
行
人

印
刷
所

定
価
七
五
〇
円

暢三遷舗林
村鞍毒灘
畿嚢平蕪1
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